
 

習志野演習場周辺住民説明会（第１回） 

 

 日時：平成１７年５月１７日（火） 
１８：３０～２０：００  

  場所：八千代市立南高津小学校   

  

 

 

 

配布資料 

 

習志野学校跡地及び習志野演習場周辺地図 

  

資料１：千葉県習志野の事案における毒ガス弾等の埋設情報の収集状況等に

ついて 

 

資料２：習志野演習場に係る旧軍毒ガス弾等の環境調査について 

 

資料３：習志野演習場周辺における地下水調査について 

 

参考資料 

 

環境省・防衛庁 

 

 

 

 

ご意見・ご質問等ございましたら、下記まで御連絡ください。 

 

環境省総合環境政策局環境保健部環境安全課環境リスク評価室 

毒ガス情報センター 

  ＴＥＬ ： ０３（３５８１）３３５１ 内線６３３４ 

  ＦＡＸ ： ０３（３５８１）３５７８ 

  Ｅメールアドレス ： ＧＡＳ．ＲＩＳＫ＠ｅｎｖ．ｇｏ．ｊｐ 

            （ＧＡＳ．ＲＩＳＫは、半角大文字または小文字）

  

（参考）環境省ホームページ ： http://www.env.go.jp/ 





資料 1

千葉県習志野の事案における毒ガス弾等の埋設情報の収集状況等について 
 

 千葉県習志野の事案における毒ガス弾等の埋設場所に係る情報は下記の通り。 
 

１．情報収集等の経緯 
（１）厚生労働省からの情報提供（平成１５年７～８月） 

厚生労働省から環境省へ情報（別紙１、２）が提供されました。    

保
 
有状況及び処理状況を確認した主な結果は下記の通りです。 

<厚生省とりまとめペーパー（別紙１）> 
保有場所 保有部隊名等 種類・数量 

千葉県習志野市 
大久保 

陸軍習志野学校 イペリット 不明 
ルイサイト ６屯 
青酸    若干 

 
投棄場所 投棄作業者名等 種類・数量 

陸軍習志野学校 
 材料廠付近地下に埋設 
 
 
千葉県銚子沖に投棄 

陸軍習志野学校教
導隊員 
 
 
同上 

イペリット ６屯 
ルイサイト  
青酸    若干 
 
各種毒物  若干 

  

<厚生省聞き取り調査票（別紙２）> 
保有場所 種類 数量 

陸軍習志野学校（習志野市大久保）
習志野原現自衛隊射撃場北側に疎
開しあり 
当時学校は真毒使用場として使用
する。 

イペリット 
ルイサイト 

本数不明 
檻数不明 
約６屯余と記憶する 

 
廃棄場所 種類 数量 

昭和２０．８．１７－２０の習志
野学校材料廠員、教導隊下士官に
てサラシ粉約１０屯を使用し開放
し消毒の後地下に埋設する。終戦
後自衛隊に於て容器一部を発見、
米軍化学兵部隊に於いて徹底的完
全消毒を行い現在練兵場として使
用の筈。 

イペリット 
ルイサイト 

本数及檻別不明 
約６屯余と記憶する 

 
（２）千葉県習志野の事案の取りまとめ（平成１５年８～１１月） 

関係省庁及び都道府県等から提供された情報に基づき、千葉県習志野
の事案（別紙３）を取りまとめ、１１月末に昭和４８年の「旧軍毒ガス
弾等の全国調査」フォローアップ調査の報告書として公表しました。 
 

（３）材料廠の位置の確認（平成１５年１２月） 
    文献（別紙４）により、材料廠付近の位置を確認しました。 
 
（４）環境調査等の対応が必要である区域を習志野学校跡地と特定（平成１６

年２月） 
    環境省の専門家委員会において、習志野学校跡地内を対象として環境

調査を行うこととなりました。 
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（５）習志野学校跡地における環境調査を開始（平成１６年３月） 
    習志野学校跡地において、民有地等については環境省が、国有地につ

いては財務省が、地下水調査等、環境調査を開始しました。 
 
（６）習志野学校出身者への聞き取り調査（別紙５）（平成１６年３月） 

習志野学校出身者の証言によれば、毒ガス弾等の処理場所は真毒使用
所（現在の自衛隊習志野演習場）及び特殊弾格納庫周辺（現在の住宅地）
と推測された。  
真毒使用所及び特殊弾格納庫の位置を確認（別紙５、６）。 
 

    引き続き、旧軍関係者へのアンケート調査等により、情報収集を実施
しました。 

 
（７）習志野学校跡地における環境調査を終了（平成１７年３月） 
    環境省及び財務省では、平成１６年３月１日から習志野学校跡地の環

境調査を行い、分析した全ての地下水・環境大気・土壌・表層ガスから
は毒ガス成分は検出されませんでした。

    また、既に実施した物理探査（レーダー探査、磁気探査）の反応物が
毒ガス弾等でないことを確認する不審物確認調査を平成１７年２月１５
日から３月１８日に実施しました。その結果、全ての地点について不審
物はありませんでした。

 
習志野学校跡地については、「現状においては日常生活を行う上で危険
性はない（ただし、一部の場所で調査が完了していないため、その場所
については土地所有者の要望に応じて調査を実施する。）」となりました。 

 
（８）環境調査等の対応が必要である区域として、新たに習志野演習場を追加 
   （平成１７年４月） 

環境省の専門家委員会において、習志野演習場内の環境調査（地下水
調査及び物理探査）については防衛庁が、習志野演習場周辺の地下水調
査については環境省が実施することとなりました。 
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習志野演習場（平.16.10.15撮影）

Ｎ

八千代市

習志野市

船橋市

習志野駐屯地

習志野演習場（平.16.10.15撮影）

調査区域
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資料 ３ 

習志野演習場周辺における地下水調査について 

 
１．地下水調査結果（速報） 
 
環境省では、八千代市の協力を得ながら、まずは、本年４月２７日（水）か

ら市営水道水源井戸（７箇所）及び周辺小学校の井戸（３箇所）について地下

水調査を行いました。 
 
採水日 ： 平成１７年４月２７日（水） 
場所  ： ① 市営水道水源井戸 

○ 高津第５号井 
○ 高津第６号井 
○ 高津第７号井 
○ 高津第８号井 
○ 八千代台第１号井 
○ 八千代台第５号井 
○ 八千代台第９号井 

 
② 周辺小学校の井戸 

          ○ 八千代市立高津小学校 
          ○ 八千代市立西高津小学校 

          ○ 八千代市立南高津小学校 

 
 

  結果：全ての検体について、毒ガス関連物質である、硫黄マスタード、ルイサイト、
２－クロロビニル亜アルソン酸、あか剤関連物質（ジフェニルクロロアルシ
ン、ジフェニルシアノアルシン、ビス（ジフェニルアルシン）オキシド、ジ
フェニルアルシン酸、フェニルアルソン酸）は検出されませんでした。 

 
 

２．民有地の飲用井戸における今後の調査について 
 

引き続き、民有地の飲用井戸（２０箇所程度）を中心に地下水調査を行う
予定です（次頁参考）。 
 

   場所 ：  ① 演習場周辺東側 （６箇所程度） 
       ② 演習場周辺西側 （２箇所程度） 
       ③ 演習場周辺北側 （６箇所程度） 
       ④ 演習場周辺南側 （６箇所程度） 
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民有地の飲用井戸における今後の調査について 

  

■ 

■

■ 

■ 

▲

▲ 

▲ 

■ 

■ 

■ 

●
●

● 

演習場周辺南側

（６箇所程度採水）

演習場周辺西側

（２箇所程度採水） 
八千代市 

演習場周辺北側 

（６箇所程度採水） 

船橋市 

演習場周辺東側

（６箇所程度採水）

地 

下 

水 

地下水 

習志野市

●：小学校の井戸（３箇所／採水済み） 

■：市営水道水源井戸（７箇所／採水済み） 

▲：演習場内の使用されていない井戸（３箇所） 

 ：陸上自衛隊習志野演習場周辺約５００ｍの境界線

：市境界線 
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参考資料 
 

 
表 旧軍毒ガス弾の種類 

旧軍における名称 化学物質の名称 区分 
きい剤 マスタード（イペリットともいう）、 

ルイサイト、及び両化学物質の混合物 びらん剤 

あか剤 
ジフェニルシアノアルシン 
（ＤＣ，ジフェニルシアンアルシンともいう） 
ジフェニルクロロアルシン（ＤＡ） 

くしゃみ剤 
（嘔吐剤） 

みどり剤 クロロアセトフェノン 催涙剤 
あお剤 ホスゲン 窒息剤 
ちゃ剤 シアン化水素 血液剤 
しろ剤 トリクロロアルシン 発煙剤 

 
注）旧軍毒ガス弾等の区分と毒性 
 （１）びらん剤 
    硫黄マスタードとルイサイトが代表的であり、両化学物質は蒸発速度が遅く、 
    細かい霧状または水滴状で用いられることが多い。皮膚浸透性を有しており 
    防毒マスクだけでは防ぐことはできない。マスタードは皮膚に付着すると数 
    時間後に赤い斑点を生じ痛みを伴うびらん症状を呈する。目や呼吸器の粘膜 
    を冒し水疱、潰瘍を生じる。ルイサイトはマスタードより効果が現れるのが 
    早く、皮膚に付着したり目に入ると耐えがたい痛みを生じる。旧日本軍のき 
    い剤はマスタードとルイサイトが主成分である。  
 （２）くしゃみ剤（嘔吐剤） 
    ジフェニルシアノアルシン（ＤＣ）、ジフェニルクロロアルシン（ＤＡ）や 
    アダムサイトのような有機ヒ素化合物があり、低濃度で鼻、喉、目の粘膜に 
    に激しい刺激を与え、くしゃみ、咳、前額部に痛みを感じ、高濃度では呼吸 
    器深部を冒し、嘔吐、呼吸困難、不安感を生じ死亡する例もある。旧日本軍 
    のあか剤はＤＣ、ＤＡの混合物である。 
 （３）催涙剤 
    クロロアセトフェノンやクロロベンジルマロノニトリルのようなハロゲン 
    化合物であり、目や喉を刺激して激しい催涙効果を示す。死に至らしめるこ  
    とはほとんどなく、暴動の鎮圧用に配備されていた。 
 （４）窒息剤 
    呼吸器系に作用して喉や気管支を刺激し、肺に障害を起こして死に至らしめ 
    る。塩素やホスゲンが代表的な化合物である。 
 （５）血液剤 
    青酸ガスが代表的な化合物で、体内に吸収された後、血液成分（ヘモグロビ 
    ン）、全身の組織に作用して呼吸器障害を起こし、睡眠を伴い死に至らしめ 
    る。窒息剤や血液剤は、揮発性が高く呼吸器を通して作用するので、防毒マ 
    スクを着用することで防ぐことができる。 
 （６）発煙剤 
    空気中で発煙し、刺激性がある。高濃度では、眼、皮膚、気道に対して腐食性

を示し、この蒸気を直接吸入すると重症では肺水腫を起こす場合がある。 
  出典：遺棄化学兵器の安全な廃棄技術に向けて（日本学術会議報告平成１３年７月）、 
    International Chemical Safety Cards(ICSC 1989) 他 
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